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環　境　経　営　方　針

　株式会社博栄建設は、地域に立脚する建設会社として次の世代へ

と引き継ぐために、環境保全に貢献し環境経営方針を定め、地球環境の

保全と限りのある資源の有効的活用を認識し、社員一人一人が取り

組みを推進してその責任を果たし、企業価値の向上を目指します。

〈行動指針〉

１、環境負荷の削減のため、次のことに取り組みます。

① 電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素量削減

② 水資源の節約

③ 一般廃棄物の削減及び建設廃棄物のリサイクル率の維持

④ 建設資材再生品の使用

⑤ 化学物質の適正管理

⑥ 地域社会貢献活動の推進

２、環境関連法規や当社が約束した事を遵守します。

３、環境経営方針は全従業員に周知徹底するとともに、公表します。

４、環境経営の継続的改善を誓約します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日　平成21年　9月15日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改訂日　令和  ４年　４月 １日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社 博栄建設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　秋好　正成
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１．事業者名 　株式会社博栄建設

　　代表者氏名 　代表取締役　秋好　正成

２．所在地 　本社　〒８１２－００１４　　福岡県福岡市博多区比恵町２－１－２０３

３．環境管理責任者 　　山崎　大地

　　担当者氏名 　　山崎　大地

　　連絡先 　TEL　０９２－４８３－１６８８

　ＦＡＸ ０９２－４８３－１６６０

　Ｅ－ｍａｉｌ　hakuei.c@gol.com

４．事業の内容    福岡県知事 建設工事業（特ー２９）第９０４３７号

   福岡県知事 土木工事業（般ー２９）第９０４３７号

　土木工事、水道施設工事、建築工事、大工工事、とび・土工工事、屋根工事、

　鋼構造物工事、板金工事、防水工事、内装仕上工事、建具工事、解体工事、

　左官工事、石工事、タイル・れんが・ブロック工事、鉄筋工事、ガラス工事、

　塗装工事、熱絶縁工事　の施工

５．事業年度 　１０月１日～翌年９月３０日

６．事業の規模
単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度

売上高 百万円 896 2478 861

従業員数 人 10 11 11

床面積 ㎡ 25 50 50（75）

７．認証・登録範囲 対象範囲：全組織

事業活動：

　土木工事、水道施設工事、建築工事、大工工事、とび・土工工事、屋根工事、

　鋼構造物工事、板金工事、防水工事、内装仕上工事、建具工事、解体工事、

　左官工事、石工事、タイル・れんが・ブロック工事、鉄筋工事、ガラス工事、

　塗装工事、熱絶縁工事　の施工

１．　組織の概要
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備考1：事業所での二酸化炭素排出量削減及び一般廃棄物排出量の削減目標については、2021年度より基準年度以下に固定する方法で設定した。
備考2：事業所での水使用は共同使用のため、管理ができない。従って節水活動の行動を目標とする。
備考3：使用電力の二酸化炭素排出量は、九州電力のR3年度調整後排出係数の0.392kg-CO2/kWhを使用し算出した。

備考1：現場での水の使用については主に散水用に使用し、委託協力会社が使用するものであり節水指導を徹底する環境目標をかかげている。
備考2：使用電力の二酸化炭素排出量は、九州電力のR3年度調整後排出係数の0.392kg-CO2/kWhを使用し算出した。

現場 % 90％以上

節水指導徹底 節水指導徹底

化学物質の適正管理 現場 実施の徹底 実施の徹底 実施の徹底

節水指導徹底水使用量の削減 現場 節水指導徹底

実施の徹底

建設資材の再生品使用 事業所 件 5以上 ５件以上 ５件以上 ５件以上

二酸化炭素排出量の削減

90％以上 90％以上 90％以上

現場

kg-CO2 35,158.7 排出量の毎月の把握 排出量の毎月の把握 排出量の毎月の把握

kWh 31,568.0 消費量の毎月の把握 消費量の毎月の把握 消費量の毎月の把握

化石燃料消費量の削減 L 9,820.0 消費量の毎月の把握 消費量の毎月の把握 消費量の毎月の把握

電力消費量の削減

建設リサイクル率の維持

【現　場】

環境目標 対象
2020年度実績

基準年度

2021年度 2022年度 2023年度

グリーン商品購入の推進 事業所 購入推進徹底 購入推進徹底 購入推進徹底 購入推進徹底

2021年10月～2022年9月 2022年10月～2023年9月 2023年10月～2024年9月

2516.0

水使用量の削減 事業所 節水活動徹底 節水活動徹底 節水活動徹底

一般廃棄物排出量の削減 事業所 kg 181.2 181.2

節水指導徹底

2021年10月～2022年9月 2022年10月～2023年9月 2023年10月～2024年9月環境目標 対象
2020年度実績

基準年度

2021年度 2022年度

基準年度以下 基準年度以下 基準年度以下

電力消費量削減 kWh 2516.0 2516.0 2516.0

　２．　R3年度・環境経営目標

P
e
ge

.3

【事業所】

2023年度

二酸化炭素排出量の削減
事業所

kg-CO2 986.3 986.3 986.3 986.3

181.2 181.2
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３．　EA２１実施体制（建設業）

役割分担表

EA２１　委員会

代表者

環境管理責任者

総務部（2名）

EA21　事務局

所属

工事部（6名）

役割・責任・権限

環境管理責任者

代表者

EA２１委員会

EA２１事務局

全体統括、経営における課題とチャンスの明確化、環境方針の設定、環境
への取組を実施するための資源の準備、全体の評価と見直し。環境文書の
制改定責任者

環境管理責任者として、環境経営システムを構築し、運用し、その状況を
社長に報告する

３ヶ月に１回開催し、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実行状況を
審議する。

ＥＡ２１文書及び記録類の作成・維持・管理

現場の燃料（ガソリン、軽油）、廃棄物管理

電力、水消費量の管理
車燃料（ガソリン、軽油）、灯油消費量、廃棄物管理

総務部部門長

工事部部門門長

環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

全従業員
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４．主要な環境活動計画の内容（全体）

1

電力消費量の削減

事業所・現場 ①昼休み及び不在時の照明消灯
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ②ﾊﾟｿｺﾝ未使用時の電源OFF
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ③室内空調　夏期：27度　冬季:20度
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ④節電ｼｰﾙの表示
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

燃料消費量の削減

現場 ①効率的営業ﾙｰﾄ選定 現場担当　　工事部部門長

現場 ②ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの励行 現場担当　　工事部部門長

現場 ③定期的車両整備実施 現場担当　　工事部部門長

2 廃棄物排出量の削減

事業所・現場 ①再生紙の利用（コピー用紙、名刺など）
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ②コピー用紙の裏紙再利用
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ③ペーパーレスの促進（FAXをメールに替る）
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ④分別回収を徹底し、リサイクルに務める
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

3

事業所・現場 ①分別回収徹底
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ②ｺﾋﾟｰ用紙削減:裏紙再利用
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

4

事業所・現場 ①水道の蛇口を調整し、使いすぎに注意する
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ②蛇口・便器からの水漏れ点検
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ③節水ｼｰﾙの表示
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

現場 ④協力業者に節水のお願いを徹底する。 現場担当　　工事部部門長

5

現場 化学物質適正管理実施 現場担当　　工事部部門長

6

事業所・現場 ①事務用品の購入促進
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ②建設資材再生品の使用の促進
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ③再生紙の利用（コピー用紙、名刺など）
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

7 地域社会貢献活動については以下のとおりとする。

事業所・現場 ①教育訓練の実施
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ②工務会議における環境教育への情報交換の実施
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ③作業所や会社周辺の美化活動実施
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

化学物質の適正管理については以下のとおりとする。

CO2削減の目標については以下のとおりとする。

ﾘｻｲｸﾙ活動推進については以下のとおりとする。

節水活動については以下のとおりとする

ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進・建設資材の再生品使用については以下のとおりとする
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事業所

単　位
2020年度
基準年

2021年度10月～2022年9月

（12ヶ月)目標

R3年度
(2021年10月～2022年9月）

実績

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 986.3 986.3以下 1254.4

電力消費量削減 kWh 2516 2516以下 3200.0

現場

単　位
2020年度
基準年

2021年度10月～2022年9月

（12ヶ月)目標

R3年度
(2021年10月～2022年9月）

実績

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 35158.7 排出量の毎月の把握 46463.3

電力消費量の削減 kWh 31568 消費量の毎月の把握 39239.0

化石燃料消費量の削減 L 9820 消費量の毎月の把握 13397.2

評価：○

ｋｇ
78％達成
評価：×

230.9

評価：○

評価

181.2

評価：○節水を徹底した

5件以上
ｸﾞﾘｰﾝ購入

建設資材の再生品使用
全体購入量
の件数

5件以上

m3 ―

90%

節水活動の徹底

備考１：事業所での水使用は共同使用の為、管理が出来ない。従って節水活動の行動を目標とする。

水使用量の削減

　5件

委託協力会社へ節水の
指導を徹底する。

推進を徹底した

3640.0

　　５．　R3年度の実績

―

％

推進の徹底
ｸﾞﾘｰﾝ購入

事務用品の購入
―

181.2以下

備考2：使用電力の二酸化炭素排出量は、九州電力のR3年度調整後排出係数の0.392kg-CO2/kWhを使用し算出した。

評価

70％達成
評価：×

廃棄物排出量の削減

備考1：使用電力の二酸化炭素排出量は、九州電力のR3年度調整後排出係数の0.392kg-CO2/kWhを使用し算出した。

評価：○

達成
評価：○

評価：○水使用量の削減

98.90%

―m3

建設廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率

実施の徹底化学物質の適正管理 ― 実施を徹底した

100％達成
評価：○

－

90％以上
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22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度 R2年度 R3年度

売上高

（百万円）
373 414 447 1390 1640 978 1663 1957 926 896 2478 861

二酸化炭素排出量

（ｋｇ－CO2)
617.1 638 618 636.6 946.1 946.1 983.7 919.8 1029 817.8 933.44 1251.2

廃棄物排出量

（ｋｇ）
1609 1354.5 1275.5 1194 1186.8 810.5 810.5 246.41 224.4 170.9 181.2 230.91
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（
ｋ
ｇ
）

軸ラベル

排出量推移（事業所）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度 R2年度 R3年度

売上高

（百万円）
373 414 447 1390 1640 978 1663 1957 926 896 2478 861

二酸化炭素排出量

（ｋｇ－CO2)
2500.42 3176.46 4061.03 4260 9142 12176 11509 12188 33103 34137.05 34495.75 46423.99

リサイクル率

（％）
96.5 97.7 98.9 97.9 97.1 99.5 99.5 99.5 97.6 98.9 74.8 98.9
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６． 環境活動計画の取り組み結果の評価及び次年度の取り組み内容

（事業所）

　１　二酸化炭素排出量の削減（事業所）

　本年度目標は、2020年度基準に対しまして二酸化炭素排出量の削減は、986.3 ｋｇ-CO2の目標でした
が、1254.4ｋｇ-CO2であり、目標を達成できませんでした。本年度の数値を振り返り、達成にできなかった
要因としましては、5月から一時的に事務所の増設をし、現場事務所設置前の仮現場事務所に使用していたため
だと考えます。年末には返却予定ではありますが、引き続き温度設定や細やかな、ｽｲｯﾁOFFの確認を各自自覚を
もって行うことや、外部企業のJV職員にもエコアクションの取組に理解してもらうことで、電力使用量の削減
に取り組んでいきます。

　２　廃棄物排出量の削減

廃棄物排出量については、181.2ｋｇ以下の目標値でありましたが、230.91kｇであり78％目標達成できませ
んでした。今後とも、創意工夫をもって、目標達成を推進していきます。

　３　水使用量の削減

　水使用量の削減については、ビル全体の共同使用の為、節水活動の徹底を目標としていました。節水活動とし
ては、共同使用の手洗い場等に節水掲示を貼らせていただき、活動の徹底を図りました。

　４　グリーン購入の推進

　グリーン購入の目標としては、購入推進徹底目標を達成しました。今後も、推進していきます。

　５　次年度の取組として

　廃棄物排出量については、資源ごみを減らすため、裏紙使用並びにペーパーレス活動を取り組んでいきます。
　仮現場事務所の使用で外部企業のJV職員にもエコアクションの取り組みを理解してもらい協力して取り組ん
でいきます。

　６　地域社会貢献活動の推進について

　事務所周りのゴミの清掃活動を日頃より心がけ行っております。今後も、推進していきます。

（現場）

　１ 二酸化炭素排出量の削減

　二酸化炭素排出量の削減は、CO2削減を作業場全体において周知徹底できました。

　２　リサイクル率

　今年度、建設リサイクル率90%以上の目標とし、結果リサイクル率98.9％で目標を達成しました。
昨年度より全体の廃棄物量に対して混合廃棄物の割合を減らすことができました。今後も分別回収を強く進める
ことで目標を達成していきます。

　３　水使用量の削減

　総排水量は、委託協力会社へ節水の指導を徹底するとなっていました。着工前に協力業者へ件数ごと水使用量
削減の徹底を行った。今後も徹底していく方針です。
　解体工事時に粉塵防止の為、散水を行う必要があり使用量は大幅に増えている。今後、粉塵防止の散水と節水
のバランスに配慮し、取り込みを行っていきます。

　４　建設資材の再生品の使用（グリーン商品購入）

　建設資材の再生品の使用については、目標値以上を達成できました。今後も積極的に使用していく方針です。

　５　化学物質の適正管理について

　法令に基づき、業者にSDSｼｰﾄ提出の義務付け等を行い管理を徹底していきます。

　６　地域社会貢献活動の推進について

　現場周辺の清掃、一人一花運動への参加など周辺環境の改善に取り組んでいます。

　７　次年度の取組について

　総廃棄物排出量を削減する為、協力業者との間で、更に分別の方法を見直すと共に周知徹底を図っていく方針
です。
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7．次年度の環境活動計画の内容（全体）

1

電力消費量の削減

事業所・現場 ①昼休み及び不在時の照明消灯
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ②ﾊﾟｿｺﾝ未使用時の電源OFF
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ③室内空調　夏期：27度　冬季:20度
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ④節電ｼｰﾙの表示
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

燃料消費量の削減

現場 ①効率的営業ﾙｰﾄ選定 現場担当　　工事部部門長

現場 ②ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの励行 現場担当　　工事部部門長

現場 ③定期的車両整備実施 現場担当　　工事部部門長

2 廃棄物排出量の削減

事業所・現場 ①再生紙の利用（コピー用紙、名刺など）
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ②コピー用紙の裏紙再利用
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ③ペーパーレスの促進（FAXをメールに替る）
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ④分別回収を徹底し、リサイクルに務める
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

3

事業所・現場 ①分別回収徹底
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ②ｺﾋﾟｰ用紙削減:裏紙再利用
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

4

事業所・現場 ①水道の蛇口を調整し、使いすぎに注意する
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ②蛇口・便器からの水漏れ点検
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ③節水ｼｰﾙの表示
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

現場 ④協力業者に節水のお願いを徹底する。 現場担当　　工事部部門長

5

現場 化学物質適正管理実施 現場担当　　工事部部門長

6

事業所・現場 ①事務用品の購入促進
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ②建設資材再生品の使用の促進
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ③再生紙の利用（コピー用紙、名刺など）
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

7 地域社会貢献活動については以下のとおりとする。

事業所・現場 ①教育訓練の実施
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ②工務会議における環境教育への情報交換の実施
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

事業所・現場 ③作業所や会社周辺の美化活動実施
事業所担当　総務部部門長
現場担当　　 工事部部門長

CO2削減の目標については以下のとおりとする。

ﾘｻｲｸﾙ活動推進については以下のとおりとする。

節水活動については以下のとおりとする

化学物質の適正管理については以下のとおりとする。

ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進・建設資材の再生品使用については以下のとおりとする
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８． 環境関法規への違反、訴訟等の有無

　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、当事業所に適用される以下の
法律に違反はありませんでした。
・大気汚染防止法
・振動規制法
・騒音規制法
・労働安全衛生法（石綿障害予防規則）
・廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）
・建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）
・特定特殊自動車排ガスの規制等に関する法律（オフロード法）
・使用済自動車の再資源化等に関する法律（自動車リサイクル法）
・特定家庭用機器再商品化法（家電ルサイクル法）
・フロン排出抑制法

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去3年間ありませんでした。

９． 代表者の全体評価及び指示と見直し

Q 環境への取組みは適切に実施されているか？

A
全般的に意欲的に全社員が活動に参加している様子が見られる。環境経営方針に誓約したほかの
事項も順守されている。

Q 環境経営ｼｽﾃﾑが有効に機能しているのか？

A

今年度事業所での目標未達については、仮現場事務所として空き部屋を借りて使用していたこと
により、電力負担が増えた。年末には返却する予定で前期の電力消費量等が上がることをふま
え、目標数値の見直しは来年度以降に行います。
解体工事により産業廃棄物の総量は増えているが、分別収集を徹底したため混合廃棄物として搬
出する量は減らすことが出来た。今後も分別収集を徹底する。

Q 変更の必要性と指示について。

A 事務所拡張に伴い、廃棄物や消費電力が増加したため、目標数値の見直しが必要。
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（添付写真）

地域社会貢献活動の推進

　本社周りの清掃活動、一人一花運動、分別回収、パトロールの様子


